　健康増進事業の実施体制

・健康増進事業は、下記の事業からなり、市町村が、４０歳以上（注１、２）の居住者を対象として実施しています。

・壮年期からの健康づくりと、脳卒中、心臓病等の生活習慣病の予防、早期発見、早期治療を図るとともに、高齢者が介護を要する状態に陥ることを予防し、その自立を促進・援助することなどを主眼としています。

〔健康増進事業の実施体制〕
（注２）介護予防事業の対象となる65歳以上の者等、医療保険各法その他の法令に基づき、当該健康増進事業に相当する保健事業のサービスを受けた場合又は受けることができる場合は、対象になりません。





（注１）歯周疾患検診は、20歳、30歳、40歳、50歳、60歳、70歳の者を対象とする。





サービスの提供





委　　託





医療機関等





市町村





厚生センター





都道府県


（衛生主管部局等）





技術


指導





連絡


調整





健康増進事業





１．健康手帳の交付





２．健康教育


①集団健康教育


②個別健康教育





３．健康相談


①重点健康相談


②総合健康相談





４．訪問指導





５．総合的な保健推進事業


①歯周疾患検診


②骨粗鬆症検診


③肝炎ウイルス検診


④健康診査


⑤保健指導


⑥がん検診


























４０歳以上の





地域住民


（注１、２）
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